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会社概要

社　　名 ： ＫＹＢ株式会社  ( 正式商号：カヤバ工業株式会社）

創　　業 ： １９１９年 (大正 8年)11月19日（萱場発明研究所）

創　　立 ： １９３５年 (昭和10年 ) 3月10日（株式会社萱場製作所）

設　　立 ： １９４８年 (昭和 23年 )11月25日

本　　社 ： 東京都港区浜松町二丁目4番1号（世界貿易センタービル）

代 表 者 ： 代表取締役社長　山本　悟

資 本 金 ： 191 億 1,368 万円（２００８年 3月末現在）

工　　場 ： 相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場、岐阜東工場

研 究 所 ： 基盤技術研究所、生産技術研究所 

 主要営業品目（グループ）      
■ 油圧緩衝器       
　 四輪車用‥‥ショックアブソーバ、サスペンションシステム、
　 　　　　　　ステイダンパ　 
　 二輪車用‥‥フロントフォーク、オイルクッションユニット     
　 そ の 他‥‥鉄道車両用オイルダンパ、建物・構造物用緩衝器、
　 　　　　　　フリーロック     
■ 油圧機器       
　 産 業 用‥‥ポンプ、モータ、シリンダ、バルブ     
　 四輪車用‥‥パワーステアリング     
　 航空機用‥‥離着陸装置、操舵装置、制御装置     
　 そ の 他‥‥ジャッキ、電子機器

  
■ システム製品       
　 特装車両‥‥コンクリートミキサー車、粉粒体運搬車、
　 　　　　　　剪定枝粉砕処理車、特殊機能車     
　 装置製品‥‥シミュレータ、油圧システム、舞台機構、
　 　　　　　　鉱山用油圧機器、トンネル掘削機、艦艇機器

編集方針 
　環境省は「日本版グリーン・ニューディール構想（緑の経済と社会の変革）」
を発表しました。
環境への大胆な投資で経済と環境の危機を打開したいとの期待が込められて
います。
　この様な状況の中で KYＢグループでは「今こそが体質改新のチャンス」と
捉え改新を成し遂げようとしています。一人ひとりの強い意志が一つ一つ積み
重なって、ＫＹＢの新しい力が生まれる・・・。
　「環境・社会報告書2009」でも、その「環境・安全」「安全快適にする製品技術」
と「社会貢献」に取り組む KYＢグループと従業員の現場の改新の息吹を、皆
様に伝えていきたいと思います。　
対象期間　
２００８年 4月～２００９年 3月（一部期間外の内容を含んでいます）
対象範囲　
KYB株式会社および国内外の関係会社を対象としています。
各種の環境データに関しては、特に注記のない場合は社内 4工場（相模工場、
熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場）のデータを示しています。　
参考にしたガイドラインなど
・環境省「環境報告書ガイドライン（２００８年度版）」
・ ＧＲＩ（Global Reporting Initiative)
　等の考え方を参考に編集・作成しています。　
この環境・社会報告書の内容は、webサイトでもご覧いただけます。
http//www.kyb.co.jp

表紙デザインについて
地球・緑・家族
美しい地球・自然・平和で豊かな家族のため
に、新エネルギー・環境技術へチャレンジする
KYBスピリッツをパターンで表現しています。

第三者監査
ＫＹＢ株式会社の責任において作成された環境・社会報告書2009につ
いて、同報告書に記載されている環境パフォーマンス数値・その他の
環境データ・記述情報等を検証した結果、適切に収集、集計、開示され
ており、変更すべき重要な事項は認められなかった。
KYBシステメリット株式会社 ISO14001 主任審査員　尾畑 秀彦

第三者監査
ＫＹＢ株式会社の責任において作成された環境・社会報告書2009につ
いて、同報告書に記載されている環境パフォーマンス数値・その他の
環境データ・記述情報等を検証した結果、適切に収集、集計、開示され
ており、変更すべき重要な事項は認められなかった。
KYBシステメリット株式会社 ISO14001 主任審査員　尾畑 秀彦
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KYB単独 連結 KYB単独 連結 KYB単独 連結

億円

0

4,000

3,000

2,000

1,000

2004 2005 2006 20082007

1,896

2,703
2,078

2,904
2,393

3,560

2,521

3,870

2,186

3,293

■ 経常利益の推移

億円

0

200

150

100

50

2004 2005 2006 2007

88.5 99.9
71.7 82.7

116.5

151.1

98.7

176.4

15.9

－13.9
2008

■ 従業員数の推移
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■ 製品別売上高の構成 （2008年度）［連結］

（海外売上高比率　44.4％）
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代表取締役社長 常務取締役　
環境・安全担当役員
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“ エコとか、CO2 換算とかいろいろ言われているけれど、なんだか実感できな
いよなぁ～ ” という人も多いと思います。それは何故でしょう？
それは物差しを持っていないからかもしれません。

事例④

環境･安全室　環境家計簿の実践

連載

「eco10( ムダとり )」活動の優れた
事例を紹介していきます。全員が
力をあわせて最大限の効果を上げ
ていきましょう！

『eco 物差し』を身につけよう !!

見えなかったものが見えてくる

　環境･安全室が昨年呼びかけた「環境家計

簿」の運動を皆さん覚えていますか？

　108 名の従業員の家庭が参加され、6ヶ

月で合計106.6トンのCO２排出量削減の実

績を上げました。一人当たり約41㎏ /月（4

人世帯計算）の削減です。これは会社で言

えば「改新レベル」のすごい成果。一人当

たりの月平均 CO２排出量は 215 ～ 250 ㎏

だそうですから、20％近く削減したことに

なります。

　現在、｢チームマイナス６％ ｣活動では、

１人１日１kg の CO２削減の運動を展開し

ています。「おっと、レジ袋無しで 0.1 ㎏達

成！」など eco 物差しがあれば運動に張り

がもてますね。

　日常の eco も、｢ 見える化 ｣ して改善し

ていくこと、これは工場の改善活動や省

エネ･省資源活動の考え方と同じですね。

ちょっとした視点の変更、物差し（基準）

を置くことで、攻め所が明確になります。

team-6

灯油ストーブ
灯油１ℓ
⇒CO2換算2.5㎏

チーム・マイナス６％の公式ＨＰアドレスです。http://www.team-6.jp/

例えば…

環境家計簿：物差しの例

水道
水道１㎥（風呂５杯）
⇒CO2換算0.36㎏

燃えるゴミ
ゴミ1kg処理
⇒CO2換算0.34㎏

ガソリン
ガソリン１ℓ
⇒CO2換算2.3㎏
アイドリング10分：0.14ℓ
10kg 不要物搭載：　
1000㎞走行で0.4ℓ

レジ袋
レジ袋１枚
⇒CO2 換算0.1㎏（原
料石油 20ml）

蛍光灯（2灯タイプ）
不要消灯（半日/1ヶ所）
⇒CO2 換算0.1㎏（原
料石油 70ml）

※様々なムダを図る
ことができる物差し
です。詳しくは環境
・安全室までお問い
合わせ下さい。

皆さんのご理解とご協力で最大限の効果を！

“ 優れた製品は美しい ”
機能をトコトン追及してムダをぎりぎりまで省いていくと

製品は美しく、また高性能になっていきます。

　この活動には、製品の性能･品質確認のため今後さまざまなシ
ミュレーションや試験を行う必要があります。今、時代は、間違
いなく省エネ･省資源、高性能で廉価なモノへの評価にシフトしつ
つあります。手間がかかっても今から着手しなくては、この大き
な変化に間に合いません。
　鍛え抜かれたアスリートのように、瞬発力があり優美な性能を
誇る製品づくりを、KYB は目指していきます。

KYB 油機製品をアスリートにする！

駄肉を削ぎ落とし、鋳抜きなどで削り代を削減し、部品の統合や
鋳物の品質歩留まり改善などで、鍛えに鍛えて eco10（ムダとり）に挑戦！

【展開予定事項】
① 素材重量低減： 駄肉の徹底削除、梁形状の多用による強度確保
② 削り代削減： 鋳抜き化、ダイカスト化などにより削る部分の削減 (Near net shape)
③ 材料･熱処理変更： 鋳鉄材質 (FVD、FCV、FC) やガス軟窒化などの最適化により加工効率の見直し
④ 部品統合･点数削減： スプリングシートとボルトの一体化などによる削減
⑤ 品質歩留り改善： 不良の少ない鋳物形状化、中子の新設･廃止による鋳物の歩留り率向上

事例②

[ 設計段階からのムダとり活動 ]

Plan to eliminate waste from the design stage

 Make our hydraulic products like athletes

Serial
Emergency Cost Reduction eco10 (Eliminate Waste Campaign) Program

Let's train ourselves thoroughly in parts integration and improvement and cut back on waste!

Goals: ・Achieve a ratio of production volume to material volume of 85% or more
 ・Achieve "casting material defect decrease by half" through design changes aimed at few defects in metal cast shapes.

This plan will require the performance of various tests and simulations. This will be a very challenging effort. However, 
we will aim to make products that boast high power and elegant performance like a fine athlete.

連載

「eco10( ムダとり )」活動の優れた事例を
紹介していきます。全員が力をあわせて
最大限の効果を狙いましょう！

（相）油機技術部では、設計段階からの eco10（ムダとり）活

動を展開していきます。「製品重量 /素材重量比：85％以上」

の達成、設計変更により不良の少ない鋳物形状による ｢鋳

物素材不良率半減 ｣の達成を目標とした活動です。

だにく そ い　ぬ けず しろ

いもの ぶ　ど きた

2

全体を捉えて、最適・最良の調達先の選定する（上図解説 ）

これまで主に工場単位、事業単位で行われてきた調達･購
買活動を、部品群別の視点に切り換え、全体から見て最も
効率の高い調達を進めていこうという活動です。

　調達本部を核に、「アルミ」「特殊鋼･
鍛造類」「プレス」「鋳物」「副資材」「調
達物流」の部品群別の６つのワーキン
ググループによる最適調達を行い、コ
ストメリットの最大化を目指す活動が
始まっています。
　材料の購入から始まり、生産、納入（輸
送）にいたるまでの全ての活動を視野
において、トータルで最もコストメリッ
トの高い調達が行えるようにするのが

狙いです。
　これまで事業所毎に点でつながって
いた取引先を部品群別に全社的に比較
できるようにし、その中から最適調達
先を選択します。同時に他の群の取引
先とどう組合せると全体として最も高
い効率と効果が得られるかを判断し、
発注をかけます。
　これらにより事業所間の購買単価や
品質のバラツキの低減、調達交渉の効

率化、そして CR に大きく貢献するこ
とが期待されます。既に期で 5.4 億円
に達する CR ネタが抽出されており、
一部は展開され効果を上げ始めていま
す。
　｢ 量 ｣ から ｢ 質 ｣ への体質改新を実
現させ、早期にこの不況から抜け出し
ていくために、この七人衆が結束して
ＣＲに取り組んでいきます。ご期待く
ださい。　　　　　　　　　  （調達部）

事例③

[ 全社部品群別ワーキンググループ活動 ]

Companywide Product Groups Project

The Seven Samurai of CR (Cost Reduction)

Serial
Emergency Cost Reduction eco10 (Eliminate Waste Campaign) Program

Until now, purchasing has been handled separately by each plant and operation. We are starting a project to conduct 
purchasing in product groups from a companywide point of view, and thereby to select the optimum supply.

連載

「eco10( ムダとり )」活動の優れた事例を
紹介していきます。全員が力をあわせて
最大限の効果を上げていきましょう！

CR（cost reduction）：原価低減

点から線、線から面に調達戦略を展開し、最適調達を実現する

原価低減

ＣＲ七人のサムライ

(Illustration explanation)
Aluminum, special / forged steel, pressed steel, cast metal, sub-materials, and procurement of physical distribution will form each working 
group around Purchasing Div. Through optimizing the supply of these parts, we are seeking to maximize cost benefits.

   Already in this business period, 540 million yen would be subtracted from CR, so the improvement has already begun.
   These seven groups are making efforts in CR to bring about reformation from quantity to quality, and to quickly break out from the current 
slump. Expect the best!
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航空券手配に関してのお願い（海外出張時 ）

◆海外航空
券は「㈱け

んしゆう」
に 16日前

までに発注
してくださ

い

会社の出
張旅費、「

高！　こ
れがもし

自腹だっ
たらゼッ

タイもっ
と安い便

探すな

～。まあ
いいか、

会社が出
すのだし

」と思っ
たことが

ある。

客先要請
の緊急海

外出張な
どを除き

、できる
限り日程

を早く確
定し 2

週間前の
発券の割

引チケッ
トを利用

できるよ
うにしま

しょう。
窓口の

㈱けんし
ゆうが、

ルートの
選定も含

めお手伝
いします

。

※往復で
の日程確

定が条件
です

※出張日
程が、現地

2日以上の
滞在が条

件です（行
先により

若干異な
ることが

あります
）

年末ジャンボが当ったぐらいの効果が !?

早めの旅程
確定で安く

なる！

ルートを見
直せば安く

なる！
（航空運

賃が最大
55％削減

）

例／早 め
） 成田 ⇔

 シカゴ￥
295,240　

 
→ 2 週間前

発券 ￥15
2,240（差

額￥143,0
00）

例／ル ト） 羽田 
⇔ 虹橋（

上海） ￥1
86,050　 

→ 成田 ⇔
 浦東（上

海） ￥123
,050（差額

￥63,000）

　グロー
バル化に

伴い海外
出張も日

常業務化
してきて

います。
現在ＫＹ

Ｂの海外
出張者数

は年間 2
,100

名を超え
、その費

用は５億
６千万円

にのぼり
ます。さ

らに今後
もっと増

加するこ
とが予想

されます
。

　そこで
、≪海外

出張航空
運賃低減

活動≫を
展開しま

す。

　旅程を
早く確定

させて 2
週間前発

券割引を
利用でき

ると、大
幅にコス

トを削減
できます

。

　また、
ちょっと

ルートを
見直すと

↑例／の
上海出張

のように
航空運賃

を抑える
ことがで

きます。
現代の航

空運賃体
系は非常

に複雑多
岐に渡っ

ています
が、手配

の仕方を
工夫する

と大きな
コスト低

減につな
がります

。上記の
改善の展

開と同時
に、任意

の航空会
社への利

用集約に
よる割引

拡大やサ
ービスの

向上も目
指してい

きます。

事例①

[ 海外出張
航空運賃低

減活動 ]

詳しくは
、最寄り

の ｢㈱け
んしゆう

｣窓口にお
問い合わ

せくださ
い

Overseas Business Trip Airfare Reduction Program

 It's like hitting the year end lottery!

New serial

Emergency Cost Reduction eco10 (Eliminate Waste Campaign) Program

Accompanying globalization, overseas business trips have become a part of 

everyday business. Currently at KYB, more than 2,100 people take overseas 

business trips in the period of one year, and that expense amounts to 560 

million yen. Moreover, they are expected to increase further in the future.

  That's why we are going forward with the Overseas Business Trip Airfare 

Reduction Program.

  If you use the early itinerary, 2 weeks in advance discount, you can 

dramatically reduce the cost of your trip.

  Also, as in the case of the Shanghai business trip, you can make a small 

revision to your route and keep your airfare down.

  Today's airfare system has become extremely complex, but if you plan out an 

arrangement, you can get a large cost reduction.

  While following the above program, it is also aimed to accumulate discounts 

and services by building a relationship with an airline.

Set your itinerary early for a lower price! Revise your route for a lower price!

(Maximum airfare cut of 55%)

(Example: Early reservation) Narita to Chicago, ￥295,240   
→ Obtain ticket 2 weeks early ￥152,240 (difference of ￥143,000)

(Example: Route revision) Haneda to Nijibashi (Shanghai), ￥186,050  
→ Narita to Pudong (Shanghai) ￥123,050 (difference of ￥63,000)

新連載

毎月、「e
co10（ム

ダとり）」
活動の優

れ

た事例を
紹介して

いきます。
全員が力

を

あわせて最
大限の効果

を狙いまし
ょう！

eco 10

●

活動
の一
部をご紹介します。 「eco10( ムダとり )」活動の優れた

事例を紹介していきます。全員が
力をあわせて最大限の効果を上げ
ていきましょう！

昨年の環境家計簿の呼びかけに
108名の従業員の家庭が参加。6ヶ
月で合計 106.6トンの CO2排出量
削減の実績を上げました。

『eco物差し』を身につけよう！！
見えなかったものが見えてくる

優れた製品は美しい
機能をトコトン追求してム
ダをぎりぎりまで省いてい
くと製品は美しく、また高
性能になっていきます。

設計段階からの eco10活
動で「製品重量・素地重量
比：85％以上の達成 (相
模工場油機技術部 )」

 KYB油機製品を
 アスリートにする！

エコ
テン

経営理念経営理念

真面目に良いモノを作ろうとしている企業のベク
トルは常に前向きです。例えば経営状態がとても
厳しい環境に置かれたとしても「だからちょっと
くらい不良でも良いや」とは、決してなりません。
今、良心ある企業が全て目指しているように、

KYBも企業方針の下で省資源、省エネ、小型軽量、高品質へと価
値観をシフトしている最中です。そんな中で、エコは大きなキー
ワードです。しかもどんな事業の従業員にも分かりやすい、みん
なで共感できる切口であり、様々な職種の従業員の読み物である
社内報としては積極的に扱うべきだろうと思います。

INSI
DE

INSI
DE

広報部  けんゆう編集室 　佐長 麻子

　私どもＫＹＢは、よき企業市民として「お客様の安
心・満足・信頼を得るために、優れた技術で高品質
の商品・サービスを提供できる」メーカーを目指し
ております。そのためには独創的な技術開発力と「モ
ノづくり」を極めた強い現場力によって、お客様から
信頼をいただくこと。もう一つは社会や環境に配慮
した企業活動が大切であると考えます。とりわけ地
球温暖化防止、ＣＯ２削減、エネルギー総量低減は最
重要課題と考えます。
　さて昨今の急激な経済環境の変化に伴い、CO２削
減、エネルギー低減の手法も多様化してまいりまし
た。とりわけ工場での生産形態の変化に対応べく、
弊社では「モノづくり」における「eco10 活動」を
スローガンに掲げ 新たな活動を開始しました。これ
は、従来からの活動に加え、工場内における生産過
程および、生産外のエネルギーの使用状況を再度調
査して、ムダ、ロスの無い、「モノづくり」を全社一
丸となって進めていく活動です。各 部門の知恵を結
集し、エコな「モノづくり」を進めてまいります。 
　また社会性においては地域社会との調和を図り良
き企業市民として皆様から信頼される「ＫＹＢグルー
プ」であり続けたいと考えます。 
　本報告書は２００９年版として２００８年度の活動実績
と今後の取組みを中心にまとめ、当社のホームペー
ジへも掲載させていただきました。今後とも さらに
内容の充実、向上を図っていきたいと考えておりま
す。当社の環境・社会活動に対する姿勢をご理解い
ただき、是非、忌憚のないご意見、ご感想を賜りま
すようお願い申し上げます。

　昨年から今年にかけて、全世界的な経済危機と、
資源・エネルギー価格の高騰・変動という厳しい経
営環境に直面しています。中長期的に見ても、資源
の枯渇や新興国の発展にともない資源・エネルギー
価格は高騰する方向にあるものと考えられます。
　世界的な経済危機を乗り越えながら、「環境」を軸
に持続可能な社会へと転換させていくためには、私
達のモノづくりについても、いままでと違う視点・発
想で構造的な転換を図る必要があります。
これまでＫＹＢグループ全体で大きく生産量を増やし
てきた構造のなかには、資源やエネルギーのムダ使
いを含め、たくさんのムダが溜まってきていました。
ＫＹＢではあらゆる範囲での徹底した省エネ・省資源
活動を、eco１０（ムダとり活動）として全グループ
会社、全員の総力を挙げて取組んでおり、今日の経
済環境に対応できる体力づくりを行うと同時に、地
球・地域の環境保全活動を推進しております。
　これからの企業のありかたとして、企業価値の増
大を図り利益創出をするためには、社会に対する責
任を果たしていることが前提となります。
　当グループは油圧機器をコア商品とするメーカー
として、他産業に比べて環境への負荷が大きくなり
やすいことを認識しており、それゆえ将来の環境負
荷を減らすことを企業活動の重点としています。　
　新たに建設する工場は、自然と地域との共生をテ
ーマとし、太陽光発電、雨水循環装置、ソーラーラ
イト照明などを導入しています。また環境を配慮した
多くの商品・技術開発を進めております。
　この報告書により、ＫＹＢグループの環境・社会活
動への取組みをご理解いただき、皆様の率直なご意
見を頂ければ幸いに存じます。

ごあいさつ

優しさと誠実さを保ち、自然を愛し環境を大切にし、
社会的責任を自覚した企業の確立をめざします。

社会活動に対する姿勢をご理解いただき、是非、
忌憚のないご意見、ご感想を賜りますよう
お願い申し上げます。

トピックス

　eco10（ムダとり）とは、様々な知恵と工夫をこらして、10の内の 1つを減らすことを考えよう、
ということです。10 灯ある照明は 1 つ減らしてみたらどうなるか。10 回の出張は 1 回減らせま
せんか。10 買っていた資材は 1 つ減らせませんか、といったことです。また、ラインの品質を安
定させれば、頻繁に行っていた品質確認のためのテストピース数量が減らせ、スクラップや労力
ロスの削減につながります。混迷を増す世界経済の中で、KYBグループは、仕事のやり方、モノ
づくりの考え方を思いきって変えてみる。ムダをそぎ落とすいい機会が来たと捉え、工場の各部
門や従業員一人ひとりが、危機意識をもってeco10（ムダとり）にチャレンジしはじめました。

経
営
理
念
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KYBグループ一丸となって環境保全活動に取り組むため、
環境に関する基本方針を策定し活動を展開しています。

<2008年度の活動結果> 

取り組みプラン2010年度目標取り組み項目

95,711 ton-CO2/年 以下（2007年度比 4.7％低減）

206.9ℓ/百万円 以下（2007年度比 1％低減）

リサイクル率 85％ 以上

埋立廃棄物 3％ 以下

736 ton/年 以下（2007年度比 4.1％低減）

4,935 ton/年 以下（2007年度比 19.6％低減）

25,265 ton/年 以下（2007年度以下）

87,492 ton-CO2/年（2007年度比 12.8％減）

213.9ℓ/百万円（2007年度比 2.3％増)

リサイクル率 86.4 %（2007年度比 1.8％向上)

埋立廃棄物 4.4％

639 ton/年（2007年度比 16.7％減)

4,621 ton/年（2007年度比 24.8％減)

20,654 ton/年（2007年度比 18.3％減)

排出量を 7％低減（1990年度比）

原単位を 6％低減（2004年度比）

再資源化、リサイクル率の向上に努める

埋立廃棄物 3％以下

排出量を 11％低減（2007年度比）

排出量を 33％低減（2007年度比）

排出量を 2007年度レベル以下に低減

CO2排出量

エネルギー使用量（原単位）

リサイクル

ゼロエミッション

一般廃棄物（木屑除く）

産業廃棄物（木屑含む）

金属屑

地球温暖化防止

省エネルギー 

再資源化、
リサイクル率の
向上

廃棄物の減量

2008年度目標 2008年度活動結果

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場

環境マネジメント環境マネジメント

経営理念

「環境保全に関する取り組みプラン」に沿って、年度毎の目標を定め全社的な取り組みを推進しています。

環境基本方針

KYBグループは「力強さと快適さ」を提供する企業として、人と地球にやさしい
製品づくりをするとともに、環境保全活動を経営に対する評価の重要な指標と
位置付け、積極的に推進していきます。

（１）KYBグループとして全社的、長期的かつ持続的な活動、展開を図る。
（２）地域社会との調和を図り、良き企業市民として社会に貢献する。    
（３）一人ひとりの役割分担を明確にし、全員参加による活動とする。    

KYBグループが今後、何を目指し、どのような姿勢で経営を進め、
社会に貢献していくかを明確に、具体的に示しました。

経営理念のもと、ステークホルダーの皆様の満足を得られる
企業グループとなることを目指しております。

1.  高い目標に挑戦し、より活気あふれる企業風土を築きます。

2.  優しさと誠実さを保ち、自然を愛し環境を大切にします。

3.  常に独創性を追い求め、お客様・株主様・お取引先様・社会の発展に貢献

します。

　コーポレート・ガバナンスを機能させるための重要な基盤として内部統制システム
を位置付け、内部統制の確立を通じて、業務の透明性を高めると共に、業務の有効
性・効率性・信頼性を確保しております。
　2006年4月、会社法に基づき「内部統制システム基本方針」を取締役会で決議し、
リスク管理体制整備、グループ管理体制整備等の諸施策を推進しております。
　さらに、2008年度は、金融商品取引法に基づき「財務報告に係る内部統制」の整
備・評価を行い、適正な情報開示を実践しております。

内部統制システムの整備

経営ビジョン

重点取組項目　
・役に立つ技術や製品の提供
　　──世界中の人々に 真の豊かさを
・地球環境の保全と共存
　　──持続可能な社会をつくります
・社会、地球への貢献
　　──社会の発展のために私たちができること
・健全な職場環境の実施
　　──安全な職場、働く喜びを感じられる会社に

　KYBグループでは、「コンプライアンス」は「社会規範である法律・命令・規則の遵守」にとどまらず、企業活動に伴う「定款・社内
規程・契約等の遵守」、さらに健全な企業活動を進めるための「企業倫理の遵守」と考えております。

1. 役員と従業員が企業活動を遂行する上で遵守しなければならないルールとして「企業行動指針」を整備し、法令遵守と企業倫理の
確立に努めております。

2.  役員を始め、階層別研修・分野別研修等を通じて、コンプライアンス教育を実施しております。
3. 全グループ企業を対象とする社内通報制度（即報・目安箱）を整備しております。さらに、公益通報者保護法の施行を受け、専用の
通報・相談窓口を設置致しております。

4. 個人情報保護方針を定め、社内規程の整備を行い、社内委員会の設置をしております。社外向けに、個人情報問合せ窓口を設けて
おります。

コンプライアンス

スローガン

創ります 環境にやさしい製品
守ります みどりの地球

社 員

配当など

株主様

製品・サービスの
提供など

お客様
環境保全のための
投資、費用支出

地球環境

地域貢献

社 会

KYBグループと
ステークホルダーの皆様との関係

ＫＹＢグループ
社  員

1.  人　財　育　成：方針や戦略を深く理解し、情熱をもって目標を完遂できる人財を育成する。
2.  技術・商品開発：世界のお客様が感動し、安心し、そして信頼される商品を提供する。
3.  モ ノ づ く り：お客様が満足する商品をつくる喜びと躍動感に溢れ、同時に現場
　　　　　　　　  主義に徹した緊張感ある工場にする。
4.  マネジメント：企業の社会的責任を常に自覚し、効率のよいグループ経営を行う。

経営
ビジョン

モノづくり
マネジ
メント

人財育成
技術

商品開発

人々の暮らしを安全・快適にする技術や製品を提供し、
社会に貢献するKYBグループ

経営理念

・当社の生産活動等から発生する排出物を廃棄物として捉え、一般廃棄物、産業廃棄物、金属屑に区分しています。
・「廃棄物処理法施行令」が一部改正され、2008年4月より木製パレットが一般廃棄物から産業廃棄物扱いになった
ため、木屑の分類変更および数値の修正を行ないました。 
・エネルギーは、電気・燃料を原油換算し、合計値を総エネルギーとして表示しています。　　
・原単位は生産出荷高に基づいて算出しています。    

（注）

経営理念経営理念

環境保全に関する取り組みプラン

環境方針

経
営
理
念

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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環境マネジメント環境マネジメント 環境報告環境報告

環境保全コストの分類と定義

■ 環境保全コスト

主な取り組みの内容分　　類 投資額 費用額

単位：百万円本報告書では、環境省が示す環境会計ガイドラインを参考にし、投資額と費用額に区分し集計しています。

環境保全に対する取り組みを定量的に評価するため、２０００年度より環境コストの集計をしています。

（1）生産・サービス活動により事業エリア内で生じる環境負荷を
      抑制するための環境保全コスト（事業エリア内コスト） 

（2）生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる環境負荷を抑制するためのコスト（上・下流コスト）

（3）管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト）

（4）研究開発活動における環境保全コスト（研究開発コスト）

（5）社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト）

（6）環境損傷に対応するコスト（環境損傷コスト） 

①公害防止コスト

②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場　　対象期間：2008年4月1日～2009年3月31日

○大気汚染、水質汚濁防止活動
○公害防止設備の保守・点検
○大気、水質などの分析、測定

○化石燃料の都市ガス化
○太陽光発電設備導入

○ＩＳＯ14001の維持・定期審査
○環境教育 

○周辺地下水監視測定

○工場周辺の緑化・景観維持
○環境・社会報告書発行

○軽量化製品、有害化学物質削減製品  
○環境に優しい製品開発

合  計  額

1,323.2総 　　額

77.4

162.5

75.6

0

3.0

202.0

0

0

520.5

307.0

22.3

240.8

1.0

67.8

152.4

11.4

0.1

802.7

○工場廃棄物再資源化
○産業廃棄物の減量化

○ダンボールのウレタンマット化

環境会計

環境・安全委員会組織

環境管理責任者

工 場 長

社　長 環境・安全監査

専門部会専 門 部 会 専 門 部 会 専 門 部 会

安全衛生委員会 環境管理委員会

安全管理責任者

部 門 部 門 部 門 部 門

委員長：環境・安全担当役員
委　員：各工場長
　　　　（本社）関連部長

環境保全専門部会
エネルギー専門部会
安全衛生専門部会

・一般廃棄物部会
・産業廃棄物部会
・金属屑部会
・省エネルギー部会
・環境汚染物質部会

■ 全社推進体制

■ 工場の推進体制

環境・安全委員会

環境管理体制
　２１世紀は「環境の世紀」であると言われておりますが、温暖化や
砂漠化をはじめとして地球環境は悪化の一途をたどっています。ＫＹＢ
グループでは、環境保全への取り組みを全社的に推進するため、１９９２
年７月に「全社環境委員会」を設置しました。その後、安全衛生活動
を含めた活動とすべく、２００１年１０月に「環境・安全委員会」と改称
し現在に至っています。「環境・安全委員会」「環境・安全監査」は年
２回開催し、各工場の環境・安全に関する方針や取り組み等について
全社的な意思統一を図っています。

　KYBグループでは、エネルギーや水など多様な資源を使用して生産活動を行なっています。 
できる限り少ない資源やエネルギーで効率良く製品をつくるため、資源の社内リサイクル、
社外リサイクルに取り組んでいます。

ISO14001認証取得状況

製造工程など事業活動に伴うINPUTとOUTPUTを適正に把握し、
環境負荷低減への総合的で効果的な方策に取り組んでいます。

　環境保全への取り組みを体系的に展開するた
め、環境マネジメントシステムの構築を推進して
きました。また、外部への透明性と信頼性を高め
るために ISO14001 国際規格の認証取得に取り
組んできました。

2007年度産業廃棄物排出量の約65％を占
める廃アルカリを減らすため、液中の水分
を蒸発させて減容する装置（ＣＤドライヤ
ー）を導入しました。
当初は、廃液の量・質に適した運転が出来
ず、業者に何度も相談し苦労しましたが、今
では自信を持って維持管理できるようにな
りました。
この機器により、2008年度は約1,000トン

の廃アルカリの排出量低減を達成できました。
2009年度の産業廃棄物低減活動として、未処理で排出している廃アルカリ液の受
入と、分別精度の向上による資源の有効活用に取り組みます。

【投資額】　対象期間における環境保全を目的とした支出で、その効果が数期にわたって持続し、その期間に費用化されていくもの。（減価償却資産の当期取得額）
【費用額】　環境保全を目的とした財・サービスの費消によって発生する費用又は損失。

工場名 認証登録年 審査登録範囲 2008年度判定

岐阜南工場

熊谷工場

相模工場

岐阜北工場

カヤバシステムマシナリー

柳沢精機製作所

タカコ(滋賀工場）

KYB金山、KYB川辺、KYB神渕は上記社内工場を参照

2000.2

2000.12

2000.12

2001.2

2000.12

2004.4

2003.2

生産技術研究所、KYB川辺、KYB神渕

基盤技術研究所

KYB金山

更新審査 ○

定期審査 ○

定期審査 ○

定期審査 ○

定期審査 ○

定期審査 ○

定期審査 ○

原材料（金属、非金属）…220,516 ton

エネルギー　電力…102,385 MWh
　　　　　　燃料・ガス…23,013 kℓ（原油換算）

水…1,661 kｍ3

化学物質（ＰＲＴＲ法対象物質）…592 ton

廃棄物量 …25,913 ton　（再利用等） …24,770 ton
　　　 　　　　　　　　（埋立処分量）…1,143 ton
大気への排出 　CO2 ……87,492 ton-CO2
　　　　　　　NOx ………19.7 ton
　　　　　　　SOx ………20.3 ton
　　　　　　　ばいじん ……0.6 ton
排水量 …… 1,420 kｍ3

開発・設計

調  達

生  産

物  流

・クロムメッキ劣化液
・クロムメッキ工程で
　使用する水洗水
・アルカリ洗浄液
　等

・リサイクル、省エネルギー、
　安全等環境に配慮した技術・製品の開発

・グリーン調達の推進

・モーダルシフトの推進・金属屑
・研磨粉
・廃油
・廃シンナー
・廃プラスチック
・廃蛍光灯
・シール屑
　等

社内
リサイクル

社内
リサイクル

リサイクル
業者

生産活動

IN
PUT

OUT
PUT

相模工場新棟屋上に太陽光パネル。
　生産体制整備の第一段階として、2008
年6月4日相模工場に新棟が完成しました。
1階に生産ライン、2階からは食堂、会議室、
商談室や事務所が置かれます。また、屋
上には太陽光パネル・緑地を設置して約
14t/年のＣＯ２を削減しました。

事業活動に伴う環境への影響

岐阜南工場　環境防災課 　福岡 代永三

INSI
DE

INSI
DE

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
報
告
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産業廃棄物 低減目標
排出量を2010 年度末までに
2007年度比 33％低減

金属屑 低減目標
排出量を2010 年度末までに
2007年度レベル以下にする

排出量［ton］ 原単位［kg/百万円］
35,000

100

120

80

40

20

60

0

30,000

25,000

20,000

15,000

5,000

10,000

17,606

96.5

20,068

104.2

19,691

99.4

21,654

97.6

24,155

94.6

25,265
20,654

94.8
90.1

0 ’97 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08
※'07年度から木屑を除いた数値（産廃で集計）

排出量［ton］ 原単位［kg/百万円］
3,000

8

10

6

4

2

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

1,706

9.01

726

3.77

834

4.21

868

3.91

1,005

3.94

767 639

2.88 2.79

0 ’92 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08

（注）「廃棄物処理法施行令」が一部改正され、2008年4月より木製パレットが一般廃棄物
　　から産業廃棄物扱いになったため、木屑の分類変更および数値の修正を行ないました。

※'07年度から木屑を含めた数値

排出量［ton］ 原単位［kg/百万円］
12,000

30

40

20

10

0

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

6,876

36.3

3,996

20.8

4,156

21.0

4,731

21.3

5,563

21.8

6,141
4,620

23.0
20.2

0 ’92 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08

使用量［kℓ］
エネルギー使用量

原単位［ℓ/百万円］
100,000

250

300

200

150

50

100

0

80,000

60,000

40,000

20,000

0 ’90 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08

54,567

265.8

48,743

253.1

50,570

255.3

53,294

240.3

55,733

218.3

55,750
49,019

209.1 213.9

環境負荷の低減活動
化学物質の管理と排出低減
化学物質は現代には欠かせない物ですが、環境に負荷を与えるもの
が少なくありません。        
ＫＹＢグループではＰRTＲ法対象物質の使用量の低減、代替品への
切り替えなどに取り組んでいます。

廃棄物低減への取り組み
1. 廃棄物の発生を低減するため、設計・製造・販売・物流のあらゆる段階での省資源化（リデュース・リユース・リサイクル）
　を進めています。またオフィス部門でもペーパーレス会議の拡大を進め、紙ゴミの大幅低減を図っています。
2. 廃棄物の分別収集を制度化し、リサイクル率の向上に努めています。
3. ゼロエミッションへの取り組みを進めています。

地球温暖化防止への取り組み
１. エネルギーの効率的使用を全員参加の活動として進めています。 
２. 省エネルギーの奨励など啓発活動を継続的に実施しています。 
３. より省エネルギーとなる工法の開発を促進するほか、設備投資時点でのエネルギー
　 消費の評価を徹底しています。 
４. エネルギーの放散を防ぐため、設備の保温・断熱を実施しています。 
５. エネルギー使用の平準化に努め、契約電力の低減を進めています。  

環境報告環境報告

2008年度の排出量実績は、2007年度比 24.8
％減の 4,621tになり、年度目標（19.6％低減）
を達成しました。増加しているアルカリ廃液の
低減を重点にすすめています。

2008年度の排出量実績は、2007年度比 18.3
％減の 20,654tとなり、年度目標（2007年度
以下）を達成しました。

2008年度の排出量実績は、2007年度比 16.8
％減の 639tになり、年度目標（4.1％低減）を
達成しました。 

  ＣＯ２排出量 低減目標
  ＣＯ２排出量を2010 年度末までに1990 年度比 7％低減

  エネルギー使用量 低減目標
  総エネルギー使用量 (原単位 )を 2010 年度末までに2004 年度比 6％低減

2008年度のＣＯ２排出量は、2007年度比 12.8％
減となり、年度目標（4.7％低減）を達成しました。
エネルギー原単位については、2007年度比 2.3
％増となり、年度目標（1％低減）は達成できませ
んでした。化石燃料の都市ガス化や省エネ機器の
導入、エアー漏れ改善など地道な活動を進め、Ｃ
Ｏ２排出量の低減に努めています。

〔2008年度の主な取り組み〕
・コージェネの廃熱利用によるアルカリ廃液の濃縮減量化
・アルカリ洗浄液の寿命の延長化
・廃シンナーの再生利用の拡大
・切削油、作動油の回収利用
・微生物による塗装ブースからの廃棄物減量
・油泥濃縮装置導入による油泥の減量

〔2008年度の主な取り組み〕
・製品開発による小型軽量化 
・工程内不良の低減活動
・鋳造品のボルト穴鋳抜き化
・非破壊検査、端数管理の徹底
・短尺化納入による端材量の低減
・切削代、研削代、研磨代の極小化
・切削部品の冷間鍛造化

〔2008年度の主な取り組み〕
・ＯＡ機器利用拡大によるペーパーレス化
・ペーパーレス会議で紙の削減
・ダンボ－ル、ビニール袋納品の通い箱化
・縮小コピー、両面コピーの徹底
・機密文書のシュレッダー化リサイクル
・生ゴミ処理機による減量
・安全靴のリサイクル

〔2008年度の主な取り組み〕
・化石燃料の都市ガス化
・老朽化したトランスのアモルファストランスへの更新
・インバータ化・間欠運転化の推進
・エアー圧力の低減およびエアー漏れの補修
・高効率照明器具への更新 
・太陽光発電設備の導入
・給湯のエコキュート化
・チーム・マイナス６％活動の推進

スクラップ材の有効利用
ＫＹＢでは、生産活動に伴い大量の金属屑が出ています。（2008
年度実績 20,654ｔ/年）
ＫＹＢグループとして資源有効利用の検討をすすめ、2009年2
月からＫＹＢキャダック㈱の鋳物用材料として使用しています。
鋳物製品の品質確保のため、専用の回収台車を作成、指定の場
所に保管する等、異材混入防止管理を徹底しています。
年間約1,600ｔの再資源化を見込んでいます。 

※エネルギー使用量：電気・燃料を原油換算し合計原単位は生産出荷高に
　基づいて算出しています（原単位＝エネルギー使用量÷生産出荷高）

※ＣＯ２換算係数の出典：（社）日本自動車工業会

排出量［ton-CO2］
CO2排出量

原単位［ton-CO2/百万円］
180,000

0.40

0.50

0.30

0.20

0.10

0.00

150,000

120,000

90,000

60,000

30,000

0 ’90 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08

98,519

0.48

93,008

0.48

95,714

0.48

100,170

0.45

104,681

0.41

100,278
87,492

0.38 0.38

岐阜北工場　シールセンター  技術課  生産技術係 　峯松 順子

部品洗浄工程に洗浄溶剤回収装置
を導入しました。この装置は、これ
まで大気に排出していた溶剤揮発
分を約20%回収し、再利用できるも
ので、VOC排出問題に大きな効果
が期待できます。また、私が所属し
ている全社洗浄分科会で、この装置

の導入について各工場の生産技術部門へ情報発信し、全社的なVOC排出問
題取り組みに繋げる活動も行っています。今後も、環境にやさしい製造工程の
造り込みや設備の導入に努めていきたいと思っています。

REACH規則：
化学物質を製造・輸入・使用する企業に対し、リスク評価とリスク管理体制の構
築を求める欧州の規制。
ELV 指令：
2003年7月に施行された廃車リサイクルに関する指令。自動車メーカーに対し
て4物質（鉛、カドミウム、 水銀、六価クロム）の使用を原則禁止している。
RoHS指令：
電気・電子機器を対象とした有害物質規制。2006年7月以降にEU市場で販
売される製品に鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、臭素系難燃剤（PBBおよび
PBDE）の6物質の使用を制限している。
PRTR： 
Pollutant Release and Transfer Registe（環境汚染物質排出移動登録 )の略
有害性のある様々な化学物質の環境への排出量を把握することなどにより、化
学物質を取り扱う事業者の自主的な化学物質の管理の改善を促進し、化学物
質による環境の保全上の支障が生ずることを未然に防止することを目的とした
法律。
VOC：volatile organic compoundsの略
揮発性を有し、大気中で気体状となる有機化合物の総称であり、トルエン、キシ
レン、酢酸エチルなど多種多様な物質が含まれる。

  ＰＣＢ対応
　「ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物
の適正な処理の促進に関する特別措
置法」（２００１年７月施行）に基づきＰ
ＣＢを含むコンデンサ等を保管管理し
ています。   
　昨年度はその無害化処理について
具体的な検討を進め、法で定めた処
理期限の２０１６年よりも早期に処理す
る方針を決めました。処理会社の受入

  ＶＯＣ対応　ＶＯＣ回収装置
　大気汚染の原因物質の一つである
揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排出を低
減するために、岐阜北工場では、2009
年1月から部品洗浄工程の一部に
VOC回収装置を導入しました。回収し
たVOCは再利用することが出来るた
め、大気への排出が抑制され、環境
負荷物質の低減に貢献しています。 

  REACH規制への対応
　欧州連合（EU）が定める環境規制
としてのREACH規制には、要求事項
に調剤、物質等の予備登録があり、対
象品について２００８年１２月までに完了
しました。
　現在は健康被害への高懸念物質
（SVHC）について、お客様、取引先、
各事業、海外拠点が連携し合い製品へ
の含有が無いか調査を進めております。

  ＰＲＴＲ法対象物質の調査
　「特定化学物質の環境への排出量の
把握等及び管理の改善の促進に関す
る法律（PRTR法）」を受けて、2001
年度から全社的に化学物質の取扱量
を把握しています。    
　２００８年度に当社が取り扱った化学

   ELV 欧州廃車指令等の環境規制への対応
　欧州連合（EU）が加盟諸国共通の環境規制として定めている「欧州
指令」には、製品への化学物質の使用を制限する ELＶ指令や RoHＳ
指令、化学物質から生じるリスク評価などを求める REACＨ規制など
があります。当社では、これら環境規制への対応にも積極的に取り組
み、２００５年度から六価クロムの代替化を開始しました。はんだおよび
軸受けブッシュの鉛フリー化にも自主的に取り組んでいます。

VOC回収装置(岐阜北工場)

INSI
DE

INSI
DE

相模工場では、アルカリ廃液
量を低減するため、新たに油
水処理装置を導入し、2009年
1月から稼動を開始していま
す。（原水を約３０％に濃縮…
濃縮率７０％）

一般廃棄物 低減目標
排出量を2010 年度末までに
2007年度比 11％低減

油水処理装置（相模工場）

回収台車

単位【ton/年】

６価クロム化合物
ニッケル化合物
ベンゼン
亜鉛の水溶性化合物
アジピン酸ビス(２－エチルヘキシル) 
２－アミノエタノール
エチルベンゼン
エチレングリコ－ルモノエチルエーテル
キシレン
エチレングリコールモノエチルエーテルアセテ－ト 
1.3.5－トリメチルベンゼン
トルエン
鉛及びその化合物
ニッケル
バリウム及びその水溶性化合物
フタル酸ジ－Ｎ－ブチル
ポリオキシエチレン＝アルキルエーテル
マンガン及びその化合物

  69
232
299
  1
  9
 16
 40
 44
 63
101
224
227
230
231
243
270
309
311

 98.1
3.2
1.1
6.3
5.3
2.4
63.7
24.5
156.4
29.7
2.7

133.0
1.8
33.4
2.3
1.6
1.8
20.1

特定第一種

第一種

指定化学物質の種類 政令No. 物 質 名 取扱量

(集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場)

物質は、ＰＲＴＲ法の対象物質 354 物
質のうち 42 物質でした。年間取扱量
が基準を超える化学物質については、
工場毎に届出をしています。 
　化学物質管理の一環として、ＰＲＴＲ
法対象物質を含む化学物質について
はその取扱量の低減を図っていきます。

体制が整い次第、順次処理していく予
定です。

環
境
報
告

CO2排出量算出に用いた換算係数
電力
灯油
軽油

Ａ重油
ＬＰＧ
都市ガス

0.3817kg-CO2/kwh
2.5308kg-CO2/ℓ
2.6468kg-CO2/ℓ

2.7000kg-CO2/ℓ
3.0094kg-CO2/ℓ
2.3576kg-CO2/m3
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OSHMS マークは労働安全マネジメントシステムの認証取得工場です。
ISO14001 マークはISO14001国際規格の認証取得工場です。

相 模 工 場
●所在地／〒２２８-０８２８ 神奈川県相模原市麻溝台一丁目１２番１号　TEL ０４２-７４６-５５１１
●操業開始／１９７５年５月　●敷地面積／５３,９５１ｍ2
●主な製品／油圧機器（ポンプ・モータ・バルブ）、鉄道用機器（セミアクティブ・パッシブダンパ）、
　　　　　　航空機用部品（ホイール・ブレーキ）、電子機器（車載用コントローラ）

ISO14001
JQA-EM1171

OSHMS
TS05-14-3

①太陽光発電設備（設備容量３０ＫＷ）を新棟屋上に導入しました。約 
14ｔ/年のＣＯ2を削減します。
②油水処理装置を導入しました。アルカリ廃液を処理し、 約78ｔ/年の
産業廃棄物を削減します。
③ガスエンジン発電排熱を工場クーラーへも利用し、快適な職場環
境としました。
④特高変電所及び付属棟のアスベストを撤去しました。

［ton-CO2］
排出量

［ton-CO2/百万円］
原単位

CO2排出量

［kℓ］
使用量

［ℓ/百万円］
原単位

エネルギー

［ton］
排出量

［kg/百万円］
原単位

産業廃棄物
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0.2

0.1
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■ 大気（大気汚染防止法、県条例）

設 備 規制値 実績
（最大値）項  目

ばいじん

NOX

0.001以下
0.002
38
120

0.1g/m3N
0.05g/m3N
60ppm
200ppm

ボイラー

ボイラー

注記：ボイラー燃料は都市ガスのため、ＳＯｘはゼロ

■ 水質（下水道法、県条例）

規制値項  目
ｐＨ
油分

7.5
2.5以下

7.3～7.8
2.5以下

５.８～８.６
5mg/ℓ

平均最大
実績

熊 谷 工 場
●所在地／〒３６９-１１９３ 埼玉県深谷市長在家２０５０番地　TEL ０４８-５８３-２３４１
●操業開始／１９７１年１月　●敷地面積／６８,１１８ｍ2
●主な製品／特殊車両（コンクリートミキサー車、粉粒体運搬車、剪定枝粉砕処理車）、
　　　　　　油圧機器（ギヤポンプ、大型バルブ、減速機）

①洗面所、厨房の給湯源を重油ボイラーからエコキュート（電力は産
業用蓄熱調整契約）に変更しＣＯ2、光熱費を低減しました。
②従来の集合排水処理方式から工業排水を分離し凝集沈殿処理方式
に変更しました。
③敷地境界の万年塀をフェンス式に変更し地震による倒壊危険を緩
和しました。     

［ton-CO2］
排出量

［ton-CO2/百万円］
原単位

CO2排出量

［kℓ］
使用量

［ℓ/百万円］
原単位

エネルギー

［ton］
排出量

［kg/百万円］
原単位

産業廃棄物
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ISO14001
JQA-EM1152

■ 水質（水質汚濁防止法、県条例）

規制値 平均最大項  目
ｐＨ
ＢＯＤ
SS
油分

大腸菌群数
窒素含有量
りん含有量

6.4
1.2
0.0

0.0

0.0
43.8
4.7

5.8～7.3
5.3  　 
0.0  　 

0.0 
 　 
  

0.0  　 
70.0  　 
7.2  　 

５.８～８.６  
２５mg/ℓ  
60mg/ℓ  

３０mg/ℓ 
 

３,０００個/cm3 
１２０mg/ℓ  
１６mg/ℓ  

■ 大気（大気汚染防止法、県条例）

設 備 規制値 実績
（最大値）項  目

ばいじん
NOX
SOX

0.005 
61
0.036

０.３g/m3N
１８０ppm

６.12m3N/h

冷温水器
冷温水器
冷温水器

（動植物油脂
  類含有量）

実績

カヤバシステムマシナリー（株）三重工場
●所在地／〒５14-0396　三重県津市雲出鋼管町62番地2　TEL ０５9-234-411１
●操業開始／１９７1年5月（東工場）、1983年1月(西工場)　●敷地面積／４０,２００ｍ2（東工場）、１６,５３０ｍ2(西工場)
●主な製品／舞台・建物、免制震、建設機械、シミュレータ、環境・産機、装備の各種システム製品、免制震ダンパ

①「自走式コンベアごみ投入検査機」の動力源をエンジンから電動化
いたしました。
②第一工場内のKSM、MGK生産スペース境界を間仕切り、境界の明
確化と粉塵対策を実施しました。
③設計分室の人員を技術部の部屋へ集約したことにより、同室を書
庫として活用し、空調・照明等の電力を低減させました。

●所在地／〒５０９-１６０５ 岐阜県下呂市金山町戸部４３５０番地１３０  TEL ０５７６-３５-２２０１
●操業開始／１９７０年８月　●敷地面積／２7,６95ｍ2
●主な製品／自動車の油圧パワーステアリング用ベーンポンプ、無断変速機（CVT）用ベーンポンプ

①工場建屋の耐震診断を実施し、計画的に耐震補強を進めています。
②工場周辺にオレンジ色に光る防虫灯を設置し、夜間の工場環境を
改善することで、近隣住民の環境にも配慮しています。

③「私のCO2削減」を毎月提案し、従業員全員が省ｴﾈ活動を進めてい
ます。

KYB川辺（株）
●所在地／〒５０９-０３１２　岐阜県加茂郡川辺町中野８番地３５　TEL ０５７４-５３-４０６８
●操業開始／１９７３年１０月　●敷地面積／１３,１０４ｍ2
●主な製品／油圧シリンダ、油圧ジャッキ

①設備・空調のインバーター化、省エネ照明の採用、洗浄液の使用時
間延長活動、塗装ブース水の交換回数低減活動の継続により、エネ
ルギー使用量、廃棄物排出量の削減を図っています。
②川辺町の“かわべふれ愛まつり”への製品展示、“ボート大会”への
参加を通じて地域との交流に努めています。
③定期的に工場周辺のご家庭を訪問し、地域とのコミュニケーション
を図っています。

KYB神渕（株）
●所在地／〒５０９-０５１１　岐阜県加茂郡七宗町神渕１７１８番地　TEL ０５７４-４６-１３３１
●操業開始／１９７３年１０月　●敷地面積／８,１０６ｍ2
●主な製品／二輪車用オイルクッションユニット

①CO2排出量低減のため、フォークリフトのガソリン車からバッテリー
車へ順次更新しています。

②設備のタイマー等の細かな設定により、非稼動時の不要電力を低
減しています。

③従業員による除草、剪定、プランター設置など周辺美化に継続的に
取り組んでいます。

（株）柳沢精機製作所
●所在地／〒389-0688　長野県埴科郡坂城町坂城７００１番地　TEL 0268-82-9326
●操業開始／1946年6月1日　●敷地面積：36,680ｍ2
●主な製品／自動車用及び各種ダンパ・エンジン部品、椅子用ガススプリング、油圧シリンダ・油圧バルブ、
　　　　　　精米機等

ISO14001
JQA-EM1171

OSHMS
TS05-14-3

①第2工場の屋根断熱工事を実施し、空調エネルギー使用の低減を実施いたしま
した。

②エアー消費に対する日常改善として、環境保全課員による確認補修の実施と、
駆動方式をエアー作動式→電気サーボ式（自SD全装ブラケット自動カシメ装
置で採用）を実施し、横展開を実施しています。 

③木屑廃棄物の低減として、製品納入用及び部品納入用の木製パレットの改善を
進めた成果により、昨年度から21.3％削減することが出来ました。 

④油圧緩衝器で使用していた代替フロン洗浄機の廃止を達成いたしました。

ＫＹＢキャダック（株）
●所在地／〒399-7502　長野県東筑摩郡筑北村東条1088番地　TEL 0263-66-2150
●操業開始／1962年10月（1999年6月 KYBの100%関係会社となる）　●敷地面積／10,230ｍ2
●主な製品／建設機械用バルブハウジング鋳物

①KYB北工場にて発生するパイプ端材を溶解主要材料として再利用
し、KYBグループとしてリサイクル活動を開始しました。
②鋳造工程で発生する砂の再生装置を導入し、砂の廃棄処理量を、
   ’07年度比42%低減しました。
③注湯後の徐冷・バラシラインの臭気対策として消臭装置を設置し、
工場内外の臭気対策を行いました。

ISO14001
JQA-EM1152

ＫＹＢトロンデュール（株）
●所在地／〒949-5406　新潟県長岡市浦3909番地　TEL 0258-92-6903
●操業開始／1992年1月（2004年6月 KYBの100％関係会社となる）　●敷地面積 10,421ｍ2
●主な製品／データ通信機器、GPSネットワーク機器、電源、車載用ミッションコントローラ組立

①はんだの鉛フリー化をすすめており、使用量の約52％を鉛フリー化
しました。
②リサイクル率を上げるため、ダンボール、プラスチック、金属、 はん
だの細分別化を推進しています。
③照明未使用時消灯の啓発活動を行い省エネ意識の向上を推進して
います。

（株）タカコ
●所在地　本社／〒619-0240　京都府相楽郡精華町祝園西一丁目32番地5　TEL 0774-95-3336
　　　　　滋賀工場／〒529-1834　滋賀県甲賀市信楽町杉山600番地　TEL 0748-82-3600
●操業開始／1973年4月（2006年4月 KYBの100%関係会社となる）　●滋賀工場敷地面積 83,250ｍ2
●主な製品／油圧機器部品、ソレノイドバルブ

①真鍮バー材料・歩留まり改善による資源及びエネルギーの削減。
　１）切断ステッチ幅を３ｍｍから１．２ｍｍに変更
　２）端材の有効活用
　３）バー材の全長変更による旋削工程のアップ
②電気量削減を図るために、油圧作動油を潤滑作用向上油へ変更。
③省資源設備の導入及び運用による省エネルギーの実施。
④ムダスペースの削減及び有効活用による倉庫費用削減。

岐 阜 北 工 場
●所在地／〒５０９-０２９８　岐阜県可児市土田２５４８番地　TEL ０５７４-２６-５１１１
●操業開始／１９６８年４月　●敷地面積／１５６,８１７ｍ2
●主な製品／自動車用ショックアブソーバ、自動車用油圧機器
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岐 阜 南 工 場
●所在地／〒５０９-０２９７ 岐阜県可児市土田５０５番地　TEL ０５７４-２６-１１１１
●操業開始／１９４３年７月　●敷地面積／１０８,０１０ｍ2
●主な製品／二輪車用フロントフォーク、油圧機器（シリンダ、バルブ）

LNGを燃料としたコージェネ設備から発生する温水利用率アップを
図るため、以下エネルギー削減効果に努めました。
①CDドライヤーへの熱供給を ’08.6より開始しました。
②温水利用した空調システム、 ’08.8より開始しました。
更に、運転効率を上げるための改善に取組んでまいります。
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■ 水質（水質汚濁防止法、県条例、市協定）

規制値項  目
ｐＨ
ＢＯＤ
ＣＯＤ
ＳＳ
油分
全クロム
６価クロム
全窒素
全リン
Ｆｅ
Ｚｎ

6.8   
5.5   
8.4   
6.4   
0.80  
0.00  
0.00  
5.49  
3.08  
0.00  
0.40  

6.0～7.3
    19.0
    21.0
    16.0
      2.3  
      0.00  
      0.00  
      7.30  
      6.80  
      0.02  
      0.68

５.８～８.６
３０mg/ℓ
(3０mg/ℓ)
４０mg/ℓ
５mg/ℓ
1mg/ℓ

０.２mg/ℓ
25mg/ℓ
7mg/ℓ
１０mg/ℓ
２mg/ℓ

■ 大気（大気汚染防止法、県条例、市協定）

設 備 規制値 実績
（最大値）項  目

ばいじん

NOX

SOX

ダイオキシン類

0.01未満
廃止

0.01未満
0.01未満
92
廃止
20
0.96  
廃止
0.09  
  0.046 

０.１  g/m3N
０.１  g/m3N
０.２５g/m3N
０.０４g/m3N
１８０ppm
１８０ppm
７０ppm

５.２５m3N/h
７.７７m3N/h
9.83m3N/h

７ng-TEQ/m3N

ボイラー
　
焼却炉

ガスタービン
ボイラー
　

ガスタービン
ボイラー
　

ガスタービン
焼却炉

平均最大
実績

■ 水質（水質汚濁防止法、県条例、市協定）

規制値項  目
ｐＨ
ＢＯＤ
ＣＯＤ
ＳＳ
油分
全クロム
６価クロム
全窒素
全リン
Ｆｅ
Ｚｎ

6.8   
8.8   
3.2   
7.7   
0.9   
0.01  
0.00  
2.19  
0.17  
0.05  
0.06

６.3～７.2
２４.５
  9.4
１9.0
  2.6   
　０.０8
　０.０5
　３.２４
　０.38
　０.09
　０.16

５.８～８.６
３０mg/ℓ
(２０mg/ℓ)
４０mg/ℓ
５mg/ℓ
1mg/ℓ

０.２mg/ℓ
１０mg/ℓ
６mg/ℓ
１０mg/ℓ
２mg/ℓ

■ 大気（大気汚染防止法、県条例、市協定）

設 備 規制値 実績
（最大値）項  目

ばいじん
NOX
SOX

０.０3
１１０
０.37

０.１g/m3N
１２０ppm

０.５６/m3N/h

ボイラー
ボイラー
ボイラー

平均最大
実績

①CO2排出量を低減するために、貫流ボイラー、空調機、塗装乾燥炉の燃料転換
（都市ガス化）を行いました。
②省エネ設備（ハイブリッド型射出成型機）の導入、省エネ電休日の拡大などの省
電力活動を継続しています。

③製造工程から発生するパイプ端材を、関係会社で鋳物材として再利用できるよ
うにし、KYBグループ外への金属屑の排出を低減する活動を開始しました。

④地震対策として、工場建屋の耐震工事を計画的に進めている他、緊急地震速報
に対応した避難訓練を行いました。

ISO14001
JQA-EM1258

ISO14001
JQA-EM0700

ISO14001
JQA-EM1288

ISO14001
JQA-EM0700

ISO14001
EMＳ-73325

工場の環境保全活動

関係会社の環境保全活動 トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度  トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度  トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度  トピックス&環境保全活動2008年度

 トピックス&環境保全活動2008年度  トピックス&環境保全活動2008年度

環境報告環境報告

KYB金山（株）
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細断処理作業中カッター部
樹木の下にひかれたチップ

ミキサー車の歴史

環境報告環境報告

  電動パワーステアリングシステム
　操舵力を軽減するために油圧アクチュエータに代えて電動アシストモータ
を備えたステアリングシステムです。
　ドライバーのハンドル操作力に応じてモータのアシスト力をコントロールし、
必要なときに必要なアシスト力が得られる最適な操舵力特性を実現します｡
　環境問題に対する関心の高まりから省エネ効果が大きい電動パワーステア
リングの搭載率が向上し、大排気量の乗用車へも普及しつつあります。

 油圧パワーステアリング用ポンプ
　油圧パワーステアリングシステムでパワーステアリングへ油圧動力を供給
しているのが、パワーステアリング用ポンプです。    
　当社が開発した４ＫL２高圧大容量ベーンポンプは、高出力が要求される高
級乗用車、SUV、ピックアップトラック等をターゲットとしています。 
   従来の乗用車向けベーンポンプ並の大きさで、高圧・大容量・高回転且
つ低騒音・低脈動を同時に実現しました。最適形状のアルミケーシング採用
による軽量化と高効率化により省エネルギー性も達成しています。

  CVT用ベーンポンプ
　エンジンを最適な条件で運転できる理想の変速機として開発されました。
排気量 2～2.5Lクラス用の油圧源として使用されるベーンポンプです。ベー
ンポンプ化によりポンプの駆動トルク損失を38％低減しました。
　また、ＣＶＴ本体の省スペース化、軽量化にも寄与しています。車両の運動
性、静粛性等を向上させながら燃費向上に大きく寄与しています。

  ドライブレコーダー　クルマメバイカム
　クルマメバイカムは、自動二輪車用のドライブレコーダーとして開発され、『事故抑止効
果』などドライバーの安全・快適を提供する製品です。本体とカメラが一体型・防水仕様で、
映像と音声、加速度等を長時間・常時録画することができ、バイクだけでなく、自動車にも
搭載が可能です。「ライディングの楽しさ」や「ライディング技術の向上」もサポートします。

  サイダーン（機密文書出張細断処理車）
　個人情報や機密情報などの漏洩が起きた場合、企業は過
大な信用を失います。機密文書出張細断処理車は、お客様
まで出向いてその場で立会のもと機密文書の処理ができま
す。     
　従来の回収方法では、回収車で焼却設備まで運搬し、立
会いのもとで焼却処分を行ないます。自社で、シュレッダー
機で処分する場合でも、回収の手間がかかります。機密文
書出張細断処理車は、
お客様の立会いのも
とで処分を確認でき
ます。
　細断した紙は古紙
にリサイクルができ、
省資源、環境対策に
貢献します。

  チップ材での緑のリサイクル
　樹木を剪定し、｢タウンビーバー｣で枝葉を破砕しチップ化
しました。写真はそのチップを相模工場内の樹木の下に敷
き、２年ほどたった様子です。リサイクル材として、樹木の
周囲に敷いて路盤材・敷材としての活用や保水効果などが
あります。

油
圧
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
用
ポ
ン
プ

CVT用ベーンポンプ

電動パワーステアリングシステム

熊谷工場　特装車両事業部　技術部
上條　崇史

輸送効率向上のため、車両重量を大幅に軽量化したミキサー車を開発
しました。
コンクリートミキサー車は生コンクリート（以下、生コンと称す）の性状
を維持しながら土木・建築の打設現場まで輸送し排出する車両です。生
コン輸送にあたり、道路運送車両の保安基準により、車両総重量（車両
重量＋積載物重量＋乗員重量）が車両サイズごとに制限されています。
ミキサー車を徹底して軽量化し、また軽量の低床車シャーシを選択する
ことで、車両重量を軽減させると同時に、従来車より１サイズ大きなミキ
サードラム（最大混合容量5.0m3）搭載を可能にしました。
軽量化に当っては基本品質を維持しながら、薄肉化、アルミ化を主に、各
部に渡って見直し、生コン積載量を、従来車よりも約18％多く積載する
ことで、逆に輸送回数を約15％減らすことができ、CO2排出削減に貢献
できる車両が完成しました。
2009年3月に販売開始し、お客様から「輸送効率向上により、CO2排出
削減できる。これからも軽量ミキサー車に切り替えることで環境に貢献
したい」というお話を聞くと、とてもうれしく思います。今後更に、環境
改善や使い易いコンクリートミキサー車をお客様に提供していきたいと
考えています。

輸送効率向上
という形で、
環境に貢献したい

バイク搭載例

自動車搭載例

ドライブレコーダーDRE200
「クルマメバイカム」本体

環境に配慮した製品開発
製品の開発・設計時から、製品が使用される段階や製品サイクルを考え、安全、安心と共に、
環境負荷低減への課題に強く取り組んでいます。

INSI
DE

INSI
DE

   eミキサ（電子制御ミキサー車）
　eミキサは、油圧ポンプ･モータなどの油圧技術と電子制
御技術を取り入れた環境対応型のミキサー車です。
　電子制御採用により、低いエンジン回転でもドラムの高
速回転が可能となり、低騒音と低排出ガスの環境にやさし
い車両を実現しました。騒音は、聴覚レベルで半分まで減
少、作業時の燃費も14％以上向上しました。
　電子制御ユニットの搭載により、
ワンタッチでドラムの正転・逆転を
繰り返す自動洗浄機能を付加し、大
きな負担となっていたドラム内の洗
浄作業の大幅な負荷低減とミキサ
ーの操作性向上を実現しました。

モータースポーツにも
　四輪用のクルマメの実車評価は、通勤車やタクシー等で行わ
れてきましたが、これを競技レベルの走りをする車両に装着し
たらどんなデータがとれるか、次の製品開発をかねて、ダートト
ライアルやジムカーナに参戦している3名の社員に実践投入しま
した。従来のクルマメは、事故が起きてから検証するシステム
ですがモータースポーツ用は安全運転するための運転技術向上
のためのシステムと位置づけ、自動車教習場などでドライバー
の運転技術向上ツールとしての可能性を秘めています。

100分の1秒を争うジムカーナやダートトラ
イアルなどのスラローム競技では、一瞬の
ミスが命取りに。記録した映像、車速、加速
度データはドライビングの分析に役立つ。

カヤバシステムマシナリーが生産し
ているトンネル掘削機「ブームヘッタ
ー」が、おもちゃのトミカシリーズに仲
間入りしました。

自動車関連
リサイクルを支える技術 乗り心地、高効率化の技術

省エネルギー

「ブームヘッター」が
「トミカ」に ！

環
境
報
告
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セミアクティブサスペンション
システム

人に優しく、安全と安心をもたらす技術

新幹線N700系の全車両に搭載！！　乗り心地向上

環境報告環境報告 社会性報告社会性報告

社会支援活動

  エコキャップ活動でワクチンを

　ペットボトルのキャップを集めて、途上国の子供たちにワ
クチンを届けよう！！　小さなキャップでも分ければ資源で
す。キャップ８００ケで一人のポリオワクチン（小児マヒ）分。
一人の子供の命が救えます。
　KYB 社会貢献チームでは２００８年 9 月より参加して、２０
０９年 3 月３１日現在２2,11５ケが集まりました。ポリオワクチ
ンにして２７本。1ヶ月あたり5 人分のワクチンを寄付するこ
とができました。皆さんありがとうございます。そして、今
後ともよろしくお願いいたします。

●現在回収ボックスが設置されているのは
「岐阜北工場」「岐阜南工場」「本社」の
3カ所です。

  建物・設置物の揺れを少なくする 建築用オイルダンパ

　近年、建築業界においても環境に対する考え方が進み、
「良い建物はリニューアルして末永く使おう」というエコ思
想が普及してきました。しかしながら、古い建物は耐震性
が旧規格に基づいているために、巨大地震に対しては強度
が不十分です。
　これを解決するのが免制震技術を用いた耐震レトロフィッ
トです。
　東京駅は大正初めに当時のれんが構造技術の粋を集めて
建てられた文化遺産ですが、太平洋戦争の空襲で焼失した
3階部分の復元も含めて、現在免震レトロフィット工事が進
んでいます。地震による揺れを抑えるためにKYB の免震オ
イルダンパが158 本用いられています。
　
　また、従来、高層ビルは建物の固有周期が長いために地
震に応答し難く、安全と言われてきましたが、近年、海洋
型の長周期の地震には共振してしまうために弱いことが分
かってきました。対策として、最近の高層ビルには制震ダン
パが装着されていますが、阪神大震災以前のビルは無防備
で問題になっています。オイルダンパを後付けすると建物
の揺れは減少しますが、柱や梁にはその分大きな負担がか
かります。しかし旧規格の柱や梁ではこれに耐え切れませ
ん。そこで新開発されたのが振幅に応じて減衰係数を変え
て、柱や梁の荷重負担を増やさない変位依存型ハイダンパ
です。この制震ダンパにより建物の柱や梁の強化といった
難工事抜きで、高層ビルの耐震化が可能となりました。写
真は本装置が２８８本装着された新宿センタービルです。

  セミアクティブシステム

　セミアクティブの制御装置のＣＰＵが高性能になり、揺れ
や車内騒音が低減され、きめ細やかな制御が可能になりま
した。これまでよりもさらに快適な乗り心地と安全と安心を
実現し、N７００系の全車両に搭載されました。人々が快適
な移動空間を求め、輸送効率の高い東海道新幹線 N７００系
で移動すれば、エコ活動にもつながっていきます。

東京駅レトロフィット（写真提供：東日本旅客鉄道㈱殿）

新宿センタービル

免震オイルダンパ

制震ダンパ

セミアクティブ
制御装置

減衰力可変ダンパ
車体左右方向加速度センサ

車体左右方向加速度センサセミアクティブシステム

コンピュータで車体の揺れ特性を
計算して、ダンパの性能をリアル
タイムで変えて左右の揺れを抑え
る装置。

新幹線用セミアクティブシステム

N700系新幹線

車体と台車

車体・台車との関係

車 体
（左右振動の制御）

台 車

セミアクティブダンパ

  孤児への寄付　インドネシア

　P.T.KYBI では感染病防止活動、寄付などを毎年行って
いますが、２００８年は「孤児への寄付」を実施しました。
　インドネシアでは宗教を問わず一般的に寄付を行う習慣
が定着していますが、当社としてはイスラム教の断食月に
合わせ 9 月１７日に工場近隣や児童福祉施設の孤児たち約
１００名を対象に、工場内の礼拝所にて当社役員、幹部、組
合から約５５０名が出席し執り行われ、寄付金と合わせて文
房具などの品物を贈りました。今後インドネシアが国として
発展しこの子供達にも明るい未来が訪れることを願わずに
はいられません。

環境に配慮した製品開発

  地元小学生が三重工場を体験
　8 月 6日「わくわく津市の工業体験」が実施されました。
子供たちにモノづくりの興味・感心を高めてもらうため、津
市内の主な企業が協力して行っている活動です。KＳＭ三重
工場も地元小学生たちの体験・見学を受け入れ、昨年も好
評でした。今年は、津市内の小学生４０名が三重工場を訪れ
ました。しっかり被ったヘルメットからは汗が流れるほど暑い
日でしたが、次々と紹介される製品を興味深げに見入ってい
ました。見学の目玉は、起震車です。「怖っ！！」はしゃぎなが
ら順番に地震の揺れを体感し、降車後も思い思いの感想を
言い合って大騒ぎでした。二輪
車のロードシミュレータの説明で
は、自分がレーサーになったよう
に、真剣なまなざしで聞いてい
ました。

起震車体験

起震車
は

大人気
でした

。
二輪車を丸ごとサーボシリンダに乗せ、テストコースを走っている状態を
つくり出す試験機です。

環
境
報
告

社
会
性
報
告
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＊休業度数率＝労働災害（休業）者数／労働延時間数×1，000，000
＊強　度　率＝労働損失日数／労働延時間数×1，000

　当社では労働災害の防止、労働安全衛生水準の向上を図
るため、２００３年度よりOSHMSの全社展開を開始しました。
OSHMＳは、危険・有害要因の評価をもとに、PDCＡサイ
クルを繰り返し実施することで職場のリスクを下げる、つま
り、「リスクの低減による職場の安全衛生水準の向上」を目
指しています。従来の安全管理から一歩進んでリスクを減
少させようとするこの管理手法の導入が、多くの事業所で
積極的に進められています。

社会性報告社会性報告

安全衛生活動

　当社では２００２年から２００３年にかけ災害発生率が非常に
高くなっていました。このような状況を踏まえ、２００３年に
OSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）の導入を
決定し、全工場で活動を開始しました。その結果、2004
年より度数率、強度率ともに下がってきていますが、まだま
だ高いレベルにあり、今後も「災害ゼロ」を目指し活動し
ていきます。

　ＫＹＢ液圧工業（鎮江）有限公司＜ＫＨＩＺ＞は、鎮江市よ
り２００８年度（中国年度は暦年）「安全誠信優秀企業」として、
鎮江新区から「安全生産先進企業」として表彰されました。
　今回表彰された企業は化学工業や役所・団体が多く、機
械工業では当社のみであり、またＫＨＩＺの所在地である丁
卯開発区では当社のみという栄えある表彰です。 
　ＫＨＩＺは高校生の実習生（中国独特の雇用制度）を含む
若い従業員が多く、教育不足や経験不足から切粉による切
創等のケガが増加したことがあります。このため、邱 生産
技術科長を事務局とする安全衛生委員会が中心になり、中
国ではまだ取り組みの少ないヒヤリハット提案活動やリスク

アセスメント活動に取り組むとともに、新入社員の安全教育
を充実させています。また、新たに改善提案制度をスター
トさせ、この中でも安全性の向上に関する改善に取り組ん
でいます。 
　今回の表彰は、この
ような活動が評価され
た結果であり、これを
励みにさらに安全性を
向上させ、労災ゼロ・
火災ゼロ・公害ゼロを
目指します。

中国、鎮江市と新区から安全優秀企業として表彰されました 

  可児市環境フェスタ   労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）

　２００９年 2 月で 9 回目の開催となる可児市環
境フェスタに、例年通り、実行委員会のメンバー
として岐阜南工場・北工場が参加しました。当
社からは、樹木の剪定枝粉砕処理車である「タ
ウンビーバー」を出展しており、実演で細かく
粉砕されたチップの袋詰め配布は大変好評で、
多くの来場者にお持ち帰りいただきました。また、
環境フェスタに先立って、岐阜南工場の近くを流
れる可児川の清掃イベントにも参加しており、地
域社会への支援活動を積極的に行っています。

KYB史料館

　ＫＹＢ史料館では、実物の迫力をご覧頂きたいと、「ダンパ
チェア」と「２００トン ダンパ」の実物を展示しています。
　制震・免震技術は今や日本に欠かせない技術です。六本木
ヒルズや東京タワーにはＫＹＢの制震ダンパが、現在改修中の
東京駅にはＫＹＢの免震ダンパが採用されています。また、ダ
ンパのフリクションを変化させて乗り心地の違い
を体験していただく「ダンパチェア」もショック
アブソーバ世界シェア 22％の当社ならではの展
示です。ぜひご来館ください。（相模工場内）
※来館申し込みは、ＫＹＢの weｂサイトでご確認く
　ださい。

ダンパチェア　小さな衝撃でもきれいに吸収し、
優れた乗り心地を得られます。

可児川清掃
可児市環境フェスタ

安全衛生パトロール風景

200トンダンパ（ビルに優しいダンパ）
強風や地震によるビルの揺れを防いだり、
高速道路の振動等を最適制御倫理に基づ
き揺れを低減しています。

ＰＤＣA
サイクル Plan

DoCheck

Actionプロセスの改善、
向上に必要な
措置を実施。

目標を設定して、
それを実現するための
プロセスを設計。

計画を実施し、
そのパフォーマンスを
測定する。

測定結果を評価し、
比較分析を行う。
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災害統計 休業度数率 強度率

安全体感道場
　安全衛生教育のために各工場で「安全体感道場」を開講
しています。
　岐阜北工場では、手の挟まれ、重量物の落下、回転帯へ
の巻き込まれなどの危険を体感できる各種体感機を用意し
ており、多くの従業員が受講しています。

社会支援活動

安全衛生活動

P.T.KYBI （インドネシア）安全衛生パトロール 
　２００７年から開始した安全衛生委員会のデイリーパトロ
ールに加え２００８年からは関連部署を巻き込んだ安全衛生
パトロール活動を開始しました。
　２週間に一度（金曜日）、EHS（環境安全）、製造、製
造技術、部品庫、品質管理の課長がチームを組んで定期
的に現場監査を実施しています。徹底した監査が効率的
にできるように毎回重点チェック項目（5S、設備、火災リ
スク、保護具の使用状況など）を決めて、関連部署が問
題点を共有化し効率的に労災・火災撲滅対策ができるよ
う活動しています。

岐阜北工場

相模工場

岐阜北工場　総務部　総務課　林 俊太郎

岐阜北工場では、「指差し呼称」の定着に向けて活動を進めています。この
「指差し呼称」は、自分がこれから起こそうとする行動に対し、「眼で見て・
指差しして・声を出して」安全を確認してから行動に移すというものです。
始めは恥ずかしさが先に立って、実施する人はなかなか増えませんでした
が、最近はようやく定着の兆しが見えて来ました。今後も定着に向けてこ
の活動を粘り強く進め、災害ゼロに繋げていきたいと思います。

INSI
DE

INSI
DE

度
数
率

安全優秀企業として表彰された、邱 生産技術
科長（写真左）と宮本 工場長（写真右）。 
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KYB ロボットコンテスト

KYB全社スポーツ・文化交流大会 in 熊谷
　２００８年１１月8日～ 9日秋晴れの週末、ＫＹＢ全社スポーツ・文化交流大会が開催されました。本社地区と4つの工場から、
また国内関係会社各社から参加チームが熊谷地区に集まって7つの競技を競い合い、ＫＹＢグループ内の親睦深めました。競技
は真剣勝負、各会場で笑ったり悔しがったりする姿が見られました。実施目的である各拠点の人たちが新たに信頼関係を深め
ることができ会社や職場の垣根を超えて団結することで、厳しい時代を乗り越え前進への大会になりました。

健康管理

ｅｃｏ物差しを身につけよう!!

社会性報告社会性報告

 全員面談の実施
　従業員のメンタルヘルスの向上や、健康の増進をはかるため産
業保健スタッフ等による全員面談を実施いたしました。
　実施に際してはスタッフを充実させるとともに、診療所とは別に
面談しやすい環境を整備しました。面談時には簡単な調査票を記
入し、その結果を説明しながら面談することにより、メンタルヘル
スケアや健康管理に対する意識の向上がはかれるとともに、支援
が必要な人には早期の支援ができる態勢ができました。

  健康セミナー等の開催
 　メンタルヘルスケアの活動ということ
で、全社で統一された内容でセルフケアの
講習会、管理監督者向けの講習会を開催
いたしました。また 例年 事業所ごとに安
全衛生委員会が主催で、秋の衛生週間行
事としてタイムリーで、それぞれの事業所
にあったテーマを選び健康セミナーを開催
しています。今年度は産業医を講師に起用
し､従業員と産業医の一体感を高めました。

　KYBでは「環境家計簿」の運動を実施しました。
１０８名の従業員の家庭が参加し、６ヶ月で合計
106.６トンのＣＯ２排出量削減の実績を上げまし
た。一人当たり約４１㎏ / 月（４人世帯計算）の削
減です。これは一人当たりの月平均排出量は
215～25０㎏になり、20％近くの削減となります。

防災診断
工場火災を未然に防ぐため損
害保険会社から防災担当の専
門家を招き、定期的に工場診
断を実施しています。

大規模地震などに備え、各工場では本番さながらの防災
訓練を実施しています。

防災避難訓練

大規模地震対策

防災

わくわく、ドキドキ！　KYB初のロボットコンテストを開催。
　２００８年１１月１３日岐阜北工場に於いて、国内外の１５チームによる熱い
戦いが繰り広げられました。
　公開練習では、各チームがベールを脱ぎ、その機能が見えてくると「お
おっ！」「すごー！」という歓声とライバルたちへの感嘆の声が、そこかしこ
であがっていました。どのチームも他のロボットの技術力と発想を食い入
るように見つめ、「こんなに面白いイベントは久々の経験。」「ＫＹＢでもこ
んな事が出来るんですね。」など会場にいるあちこちで聞こえてきました。
　全ての顔がきらきらと輝いて、モノづくりの楽しさを実感
できるイベントになりました。

メンタルヘルス
従業員全員面談
への取り組み

岐阜人事部（南駐在） 保健師　高野 真由美

’０８年度から全社で新たに「メンタルヘルス従業員全員面
談」がスタートしました。
岐阜南工場では、保健師二人で従業員１,１１２人の面談を実
施しなくてはならず、さらに工場の生産性を落とさずに行
うために、職場の協力を得て日程表を作成。そして周知方
法など様々な工夫をしながら、一年かけてやりきりました。
面談の狙いは心の病の早期発見はもちろんですが、それだ
けではなく、従業員一人一人が今の自分のストレス具合を
知ることも目的にしています。自分の傾向を知ることで、上
手にストレスコントロールできるようになっていただけれ
ばうれしく思います。

INSI
DE

INSI
DE

緊急時対応訓練

環境家計簿の実践

見えなかったものが見えてくる

燃えるゴミ1ｋｇでCO2にすると0.34ｋｇ、ガソリン1リットルでCO2
2.3ｋｇになるといった尺度のことを言います。

eco物差しとは

岐阜南工場健康セミナー

本社健康セミナー

　2008年7月27日KYB金山が積極的な実践を通じてラジオ体操の普及に
貢献し、健康増進に寄与したとして表彰されました。全国表彰を受けて「ラ
ジオ体操にこだわっているわけではないのですが、早いものでもう38年も
続いています。自分の健康は自分で守る。「やるべきこと」をフツーにやる。
「こだわり」とはそうゆうことでしょうか。今回の受賞は、従業員にとっても
大いに励みになるでしょう。規律というと大げさですが、文化として守り引
き継いでいきたい一つです。

20年度ラジオ体操団体実践事業所優良全国表彰

社員とともに

灯油ストーブ
灯油１ℓ⇨CO2 換算 2,5kg

ガソリン
ガソリン１ℓ⇨CO2 換算 2.3 ㎏
アイドリング10分 :0.14ℓ
10 ㎏不要物搭載 :１０００㎞走行で０.４ℓ

燃えるゴミ１㎏処理
CO2 換算　0.34 ㎏

レジ袋１枚
CO2 換算　0.1 ㎏ / 枚
原料石油　20mℓ/枚

社
会
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海外生産拠点の環境保全・安全確保活動　　
海外でもISO 14001の認証取得をはじめ、環境保全、廃棄物低減、安全対策など国内と同様に取り組んでいます。

海外報告海外報告

ガス圧縮冷却等でリスクを改善
KSS（スペイン）

　KSS は、サブ組立の洗浄機より有害物質が大気中に排出さ
れている設備があり､ 本設備は欧州規則を満足しておらず洗
浄方法を変更する必要がありました。そこで規制を満足する
為に炭化水素系を使用した洗浄機の導入を行い、２００８年６月
から問題なく本設備を使用しています。また、工場で使用し
ている冷却水用のシステム (Fig.01) では水中にレジオネラ菌
含有のリスクがあるため、システムの更新を行わなくてはなり
ませんでした。新しいシステム (Fig.02) では､ファンで冷却す
る代わりにガス圧縮にて冷却を行います。これらの変更を行っ
たことにより有害物質の大気排出は無くなり、レジオネラ菌の
発生リスク削減することができました。

クロムメッキ液廃棄量の低減
KMNA（アメリカ）

　ピストンロッドメッキ工程で使用しているクロムメッキ液
は、生産する毎に鉄分や銅が液に溶け込み純度が下がりま
す。２００７年から、クロム液を電気分解することにより純度

しい塗料を開発し、静電塗装ラインのひとつに適用しまし
た。新しい塗料は開発後顧客により承認され、さらにあ
と２つのラインにも適用する必要があります。 ８月にライ
ン No.3 が変更されました。今年はライン No.2 に適用
し、最終的には2010 年にはもう一つにも適用します。
この活動によって沢山の利点が得られる予定です。
1.  軽減されたこと :（大気汚染／会社内の火事の危険性／
　　　　　　　　　   残留物の量／塗料の消費）
2.  改善されたこと：（仕事場の安全衛生／製品の品質）

環境にやさしい薬品で泥を除去
KMCZ（チェコ）

　KMCZ は生産部門のみならず環境エリアに対しても努力
をしています。きれいな自然を維持するため廃棄物の仕分
けにも焦点を当てています。塗装ラインの前処理システム
内にある流動装置が、リン酸塩処理にて作られる泥によって
詰まっていました。そのため私たちは“アクアフォルティス”
と呼ばれる危険な薬品を使用し、詰った泥を掃除しなくて

はなりませんでした。その後、その薬品を処分してもらう
ため外部の会社に委託していました。最近私たちは“ バイ
オデット ”と呼ばれる薬品をテストしています。この薬品に
は毒性や揮発性はなく、嫌なにおいもしま
せん。そのうえ、この薬品は我々の排
水処理場で処理することが出来ます。
自然にやさしく作業者にとってより安
全で、そして外部の会社に関係するコ
ストと作業者のメンテナンス時間の削減が
できます。

を上げるシステムをメッキラインに導入しました。これは、
クロム液から鉄、銅などの不純物を取り除き浄化することが
出来ます。現在、クロム槽はクリーンになり清掃頻度を下げ
ることが出来、メッキ品質も以前より改善することが出来ま
した。これにより2008 年以降、劣化したクロム液を浄化シ
ステムで常に再生できるようになり、リサイクル業者での処
理を徐々に減らしてきました。２００９年の目標は全量再生し
て廃棄ゼロを目指します。

新しい塗料の開発で多くの利点
KYBSE（スペイン）

　KYBSE は揮発性有機物の大気への排出を55％減らし、
欧州規制に示されている制限 を達成する努力をしていま
す。去年その制限と顧客の品質要求を達成するために、新

クロム液浄化再生システム

新しい塗料を使用したライン制御盤

自然にやさしい薬品“バイオデット”によって掃除された流動装置

Ernesto Huarte
Manufacturing Engineering 
Manager 塗装GL

Jaroslav Vala

化学系技術担当
Chris Korte

クロム液外部委託リサイクル処理量の推移
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    工場名
ＫＳＳ(スペイン) 
ＫＹＢＳＥ(スペイン)  
KMT(台湾) 
ＫＹＢＴ(タイ)
ＫＭＮＡ(アメリカ) 
ＫＳＴ(タイ) 
ＰＴ.ＫＹＢＩ(インドネシア) 
ＫＭＳＢ(マレーシア)
ＫＢFA(ブラジル)   

認証登録年
 2001. 6
 2001.12
 2001. 8
 2001.12
 2002. 5
 2003. 8
 2004. 2
 2004. 9
 2007. 3

海外拠点のISO 14001認証取得状況

1. KYB Manufacturing
    Czech, s.r.o.
所在地：チェコ パルドブィッチェ市
主な製造品：ショックアブソーバ 等

5. KYB Hydraulics
    Industry (Zhenjiang) Ltd.
所在地：中国 江蘇省
主な製造品：油圧シリンダ 等

3. KYB Steering
    Spain S.A.
所在地：スペイン ナバラ州
主な製造品：ベーンポンプ 等

7. KYB (Thailand)
    Co., Ltd.
所在地：タイ チョンブリ県
主な製造品：ショックアブソーバ
　　　　　　フロントフォーク 等　

4. KYB Industrial
    Machinery (Zhenjiang) Ltd.
所在地：中国 江蘇省
主な製造品：ショックアブソーバ 等

8. KYB Steering
    (Thailand) Co., Ltd.
所在地：タイ チョンブリ県
主な製造品：ベーンポンプ 等

2. KYB Suspensions
    Europe, S.A.
所在地：スペイン ナバラ州
主な製造品：ショックアブソーバ 等

6. KYB Manufacturing
Taiwan Co., Ltd.
所在地：台湾 桃園県
主な製造品：ショックアブソーバ
　　　　　　フロントフォーク 等

9. KYB Manufacturing
    Vietnam Co., Ltd.
所在地：ベトナム ハノイ市
主な製造品：フロントフォーク 等

13. KYB Manufacturing
     North America Inc.
所在地：アメリカ合衆国 インディアナ州
主な製造品：ショックアブソーバ 等

11. KYB-UMW Malaysia Sdn Bhd.
     KYB-UMW Steering Malaysia Sdn Bhd.
所在地：マレーシア セランゴール州
主な製造品：リヤクッション、フロントフォーク、
　　　　ショックアブソーバ 、ベーンポンプ 等

15.KYB do Brasil Fabricante
de Autopecas Ltda.
所在地：ブラジル パラナ州
主な製造品：ショックアブソーバ 等

12. P.T.
     Kayaba Indonesia

所在地：インドネシア ジャカルタ市
主な製造品：フロントフォーク、リヤクッション、
　　　　  ショックアブソーバ
　　　　　　

10. TAKAKO 
     VIETNAM Co., Ltd.
所在地：ベトナム ホーチミン市
主な製造品：油圧機器部品 等

14. TSW
     products Inc. 
所在地：アメリカ合衆国 カンサス州
主な製造品：油圧機器部品 等

（Fig.01） （Fig.02）

スペインスペイン
②KYBSE ③KSS

⑪KMSB/KSMSB
マレーシアマレーシア

タ イタ イ
⑦KYBT ⑧KST

ベトナムベトナムベトナム
⑨KMV ⑩TVC

インドネシアインドネシアインドネシア
⑫P.T.KYBI⑮KBFA

ブラジルブラジル

アメリカ
⑬KMNA ⑭TSW
アメリカ ①KMCZ

チェコチェコ 中  国中  国
④KIMZ ⑤KHIZ
　KWT

台  湾台  湾
⑥KMT

KLRC
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当社の「環境への取り組みについて」のお問い合わせは、環境・安全室までどうぞ。


